




























た。現在の学生数は，学部で 1 年生，69名， 2 年生72名， 3
年生，90名， 4 年生76名， 5 年次以上 8 名の計315名です。
一方，大学院には修士課程 1 年11名， 2 年12名，博士課程 1






























名， 2 年次には12名が在籍し，博士課程は， 1 年次に 1 名，
3 年次に 1 名， 6 年次に 1 名，研究生 1 名が在籍していまし

































































成30年度の人員構成は，教員 1 名，客員研究員 1 名，博士研
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平成30年度の人員構成は，教員 1 名，大学院修士課程 1




加藤佑昌（2018）．「第 2 章 子どもと家族の日常生活につい
38
て」『子どもを持つ親が病気になった時に読む本―伝え





本心理臨床学会第37回大会 神戸 神戸ポートピアホテル 
2018年 9 月 1 日
加藤佑昌（2018）．若手の会企画シンポジウム「心理臨床学
における若手の挑戦と学び」話題提供 日本心理臨床学会
第37回大会 神戸 神戸国際展示場 2018年 9 月 2 日
加藤佑昌（2018）．精神力動的継起分析における初学者の思
考プロセスの特徴―ロールシャッハの初学者教育の探索的
研究（ 2 ）― 日本ロールシャッハ学会第22回大会 大阪 大








ています。平成30年度の人員構成は，教員 1 名，大学院生 4
名（修士 1 年： 1 名，修士 2 年： 2 名，博士 3 年： 1 名），









































Hasegawa, A., Kunisato, Y., Morimoto, H., Nishimura, H., & 
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（2018）日本語版児童用 Behavioral Inhibition System and 

























































士 2 年の大学院生 1 名，学部 4 年のゼミ生 1 名，新たに学部
3 年生 3 名を持って，本年度から発足いたしました。この一
年はゼミ全体でデータ分析コンペに参加し，分析とプレゼン
のスキルを磨いてきました。修論生や卒論生が地震の研究を











Yonemitsu, F., Sasaki, K., Gobara, A., Kosugi, K., & Yamada, 
Y. （2018）. “Close, and ye shall find”: eye closure during 




































Tanaka, T., Kokubo, K., Iwasa, K., Sawa, K., Yamada, N., Ko-
mori, M. （inpress）. Intraday activity levels may better 
reflect the differences between Major Depressive Disor-
der and Bipolar Disorder than average daily activity lev-





Sekiguchi, K., Ushitani, T. and Sawa, K. （2018）. Use of re-
dundant sets of landmark information by humans （Homo 
sapiens） in a goal searching task in an open field and on a 









Ohkita, M., Kamijo, M. Otaki, S., Samejima, K. and Sawa, K. 
（2018）. What factors influence sense of operation agency 
in the interaction between humans and horses （Equus ca-
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ety for Animal Psychology, Hiroshima, August.
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Shimotomai, A. （2018）. Parental social power, co-parenting, 
and child attachment: early to late japanese adolescence 
transitions.　Current Psychology, 1-12.
下斗米淳（2018）．自傷行為者はどのような世界で生きてい




































































平成30年 3 月に 3 名の卒業生を輩出し，今年度は 4 年次生









































研究室年報 Annals of Yamagami Laboratory Vol.8 を刊行し
ました。第 8 巻は，卒業論文 2 編（塩島由依さん，田代美冬
さん）と 3 年生のプレ卒業論文 3 編（緒方万里子さん，高津
香菜子さん，生島梨果さん）および山上による巻頭「「基礎
実験 2 」―次の半世紀へ（ 2 ）」が掲載されました。
研究法 1 ， 2 の授業においては，引き続き，授業日前日の




















となります。第 1 巻から 9 巻の全巻は国会図書館に献本して
おりますので，ご参照は国会図書館にて随時可能です。この








卒論をとりまとめて Animal learning and behavior 特別号と
して発刊する積りでおりますことを付言いたします。
諸活動
山上精次（2018）．「基礎実験 2 」―次の半世紀へ（ 2 ）An-











平成30年度の構成メンバーは，大学院 1 年生 1 名， 2 年生










ハウスを使って 8 月14，15，16日の 2 泊 3 日の日程で行われ
ました。それぞれが卒論研究，プレ卒のテーマを発表し，討
論しました。レクリエーションの時間には，山中湖にでかけ
ボートを漕いで楽しみました。また，毎回行っているスイカ
割と花火大会を湖畔でしました。幸い良い天気に恵まれ充実
した合宿でした。
10月11日には，恒例となっている保育園見学を行いまし
た。いつもお世話になっている（社）厚生館福祉会　星の子
愛児園を訪問しました。保育園の活動についてお話をお聞き
し，子どもに接する際の注意を受けた後で，ゼミ生は希望す
る保育室に入って，子どもたちと 1 時間ほど一緒に過ごしま
した。赤ちゃんと接したり，幼児と遊んだりしながら，体験
を通して子どもたちのことを学んだようでした。お礼と体験
のレポートをゼミ生が書き，それを吉田が保育園にまとめて
お送りしました。ゼミ生は，みなさん新鮮な体験だったよう
で，子どもたちと接した素直な気持ちと，園へのお礼を書い
ていました。
諸活動
吉田弘道（2018）子どもへの理解と対応－保育者・保護者面
接と子どもの観察，滝口俊子・井上宏子・井口眞美　編
著，保育と心理臨床をつなぐ－保育者・心理職・保護者の
協働をめざして，125-140，ミネルヴァ書房
吉田弘道（2018）自閉症スペクトラム障害の遊びとおも
ちゃ，保健の科学，60， 5 ，306-310
吉田弘道（2018）乳児期における訪問事業の目的と母親が求
めていること，母子保健，705号，8- 9
吉田弘道（2018）育児不安尺度－ 3 歳児の母親用モデル，子
育て支援と心理臨床，15，145-147
社会的活動
日本小児精神神経学会代議員
日本小児保健協会　小児科・小児歯科保健検討委員会委員
日本臨床心理士資格認定協会・日本心理臨床学会・日本臨床
心理会による臨床心理士子育て支援合同委員会委員
川崎市子ども・子育て会議委員
公益財団法人　成長科学協会　心の発達研究委員
Ⅲ．卒業論文題目
羽野　由希絵　身体活動，不安と睡眠の質の関連についての
検討 ―主観的・客観的睡眠指標を用いて―
有木　直人　空間的距離とセルフコントロール ―遠くのもの
を見ると目標達成に成功しやすくなるのか―
跡部　春紗　妖怪の印象評定
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阿久津　裕史　感情への恐れがマインドフルネス特性及びひ
きこもり新和性に与える影響について
伊東　陽　　生態学的文脈におけるさびしさの現象学的検討
清水　優之介　Go NoGo 課題における閾下刺激の呈示時間が
与える影響 ―連続フラッシュ抑制を用いて―
菅　美帆子　完全主義と選択的注意 ―性別による関心の差が
及ぼす影響―
飯田　彩乃　自己評価維持モデルの検討 ―きょうだいタイプ
の視点から―
堀江　美帆　ヒトの存在はウマの選択行動に影響を与えるか
広瀬　友彩　妬みのサブタイプとセルフ・コンパッション及
びネガティブ感情の関連
市原　拓海　具体的な反復思考が睡眠に及ぼす影響について
宇田川　慧　ダイエット時のダイエットに対する意識が非意
識的な食行動の変化に及ぼす影響
小澤　弥月　スマートフォン依存について
矢内　美帆　子どもを対象とした殺人の犯人像分析
中村　萌香　他者の行動のフィードバックが信頼関係の形成
に与える影響
小嶋　那奈　課題解決場面における防衛的悲観主義者の他者
サポートについての検討
高橋　彩奈　過剰適応に関する研究 ―親の期待と子ども側の
受け止め方に着目して―
中嶋　廣人　大学生の思いやりにおける共感性と親密度の関
係性
西田　千夏　メランコリー親和型性格とコーピング及びサ
ポート模索の関連
小豆畑　雅樹　インターネット依存と孤独感，大学生活不安
の関連について
桜井　花野　三項関係情動の関連について：共感的喜び，妬
み，シャーデンフロイデ，共感的苦痛に及ぼす影響
三木　綾乃　構造化箱庭と自由箱庭の不安とストレスの影響
について
笹渕　菜津稀　過剰適応と家族環境及び友人関係の関連につ
いて
下村　貴映　ホワイトタイガーとコツメカワウソの行動観察
田辺　浩太朗　気温と服装が攻撃性にもたらす影響
赤松　里栄　大学生の LINE でのやりとりに対する認知につ
いて　―パーソナリティ要因を用いた検討―
森崎　圭介　自尊感情及び社会的スキルの自己評価と対人不
安の関連
土工　琢臣　インターネット利用上の過去の不快な出来事と
現在の友人関係との関連性について
青井　世奈　逃避行動を中心としたマウスの視覚誘発性行動
の分析
竹野　有咲　親の養育態度が大学生の IWM と攻撃性に及ぼ
す影響
杉澤　遼　　コミュニケーション・スキルとストレス対処の
関連について
熊谷　美菜子　商品選択におけるチョイスブラインドネス　
―高関与商品と低関与商品の違い―
中条　友香　介護老人福祉施設における介護職員の仕事のや
りがい
永島　侑香　テンポの多様性が BGM 文脈依存効果に及ぼす
影響
西村　かれん　接近運動性の先行刺激が視覚誘発性逃避行動
に及ぼす促進効果
中里　匠吾　現代の大学生の対人関係における劣等感と性格
の関係性について
内藤　一輝　時間知覚の中心化傾向における感覚モダリティ
および時間スケールへの依存性の検討　―空白時間と充実
時間を用いて―
荻原　幸那　体育会学生における挫折経験が抑うつと達成動
機に与える影響
吉田　理紗　会話と歩行　―歩行速度と視覚フィードバックの
関連―
天野　美桜　青年期の友人関係における自己切替と愛着及び
心理的距離の関連
向高　昇希　「心理的居場所感とインターネット利用の関連に
ついて」
吉田　真悠　高次脳機能障害者に対する健常者の態度変容　
―絵本を用いた読書法の効果―
植田　七海　「メンヘラ」とメンタルヘルスリテラシー
緒方　万里子　閾下呈示された表情の処理過程と表情認識に
共感性が及ぼす影響　―連続フラッシュ抑制法を用いて―
アン　ミョンヒ　日韓比較を通した養育態度が強迫傾向に影
響するプロセスの検討　―パーソナリティの媒介効果の検
討―
鬼塚　小晴　10歳の少女の内的成長　―千と千尋の神隠し―
寺沢　勇紀　ヒトにおけるコンピュータ画面上で形成される
迷信行動
大塚　悠紀　自尊感情および性役割が被服関心に及ぼす影響
について
濱田　香璃　高齢者殺人の行動パターンとその変遷
小野　沙弥香　志村正彦が抱えた精神状態と音楽的創造性の
関連について
石鍋　篤志　褒められ経験と対人コミュニケーション能力の
関連
高津　香奈子　対人葛藤場面での幼児期における慰めの発
達，および大学生における慰めが受け手の感情に及ぼす影
響
井上　圭右　社交不安と心的イメージとの関連 ―認知課題を
用いた検討―
鈴木　佑菜　マインドフルネスがスポーツにおけるあがりに
与える効果
越地　彩　　音楽聴取後の感情に影響を及ぼす要因について
の検討
寺田　瑛穂　妬みとセルフコンパッションの関連について　
―妬み傾向と妬み行動に着目して―
古元　遥奈　幼少期の家族機能がその後のキャリア志向およ
び結婚願望に与える影響
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林　眞世　 アタッチメントスタイルとライフイベントが主
観的幸福感に及ぼす影響
生島　梨果　大学生の人生目標について
寺西　杏子　柔軟剤の香りから想像されるイメージとパーソ
ナリティの関連
岡田　紗織　幼少期の読書の有無が人格形成に及ぼす影響
原田　千里　恋愛場面における告白の成否の予測
杉山　恭佑　共感性及び傍観者を取り巻く環境が，いじめ傍
観時の行動傾向に与える影響について
中村　実央菜　レジリエンスと食意識及び睡眠習慣の関連
高山　智志　ギャンブルへの感情と認知的負荷がギャンブル
行動に及ぼす影響
平野　そら　後退運動性の先行刺激が視覚誘発性逃避行動に
及ぼす促進効果
酒井　翔　　ワーキングメモリが目撃者の記憶に及ぼす効果
奥村　康平　抑うつと完全主義の関連について ―反すうの捉
え方の違いから―
若月　優太　ランドマークを用いたヒトにおける空間情報の
統合
辛島　圭美　製品画像の位置は右が良いのか？
小澤　千尋　感情価を伴う写真刺激の呈示による課題価値割
引における先延ばしの変化
Ⅳ．優秀卒業論文
広瀬　友彩　HP27-0005E　（指導教員：国里愛彦）
内藤　一輝　HP27-0037A　（指導教員：中沢　仁）
Ⅴ．修士論文題目
飯田　稔洋　仲間関係―個人内発達指標の作成（高田・石金）
小山　貴士　顔らしさと注意シフト（大久保・岡村）
土原　浩平　マインドフルネス特性と痛みの関連（国里・石
金）
村上　璃佳　怒りの鎮静化過程と対処行動の選択方略の関係
（岡村・下斗米）
福島　菜摘　パーソナリティ障害のメンタルヘルスリテラ
シー（長田・大久保）
廣田　眞衣　甘え上手・甘え下手についての検討 （村松・中
沢）
井口　聖香　過剰適応者の感情抑制 （国里・大久保）
金子　瑶　　攻撃行動の表出の違いがネガティブ感情の表出
に及ぼす影響　―精神的健康度との関連― （村松・澤）
中川　紗香惠　親からの精神的自立，アイデンティティの確
立，時間的展望および子どもとの接触経験と親性準備性と
の関連 （吉田・石金）
野沢　朋美　アダルトプレイフルネス概念　大学生と社会人
のプレイフルネスからの考察（高田・澤）
鴨志田　育栄　愛着スタイル，対人ストレスコーピングと抑
うつとの関連 （吉田・山上）
Ⅵ．修士論文研究優秀ポスタ―発表
小山　貴士　ML17-7003C
　　　　　　（主指導：大久保街亜，副指導：岡村陽子）
土原　浩平　ML17-7004B
　　　　　　（主指導：国里愛彦，副指導：石金浩史）
Ⅶ．研究室専任教員異動
平成30年 4 月より，小杉考司先生と加藤佑昌先生のお二人
の先生が着任されました。心理学科として心より歓迎し，今
後のご活躍を期待しております。
山上精次先生が定年を迎えられ，平成30年度末をもって退
職されます。文学部人文学科心理学コース，文学部心理学
科，人間科学部心理学科において心理学の専門教育ならびに
心理学科の運営さらには人間科学部長として人間科学部全体
の運営にもご尽力くださいました。研究室一同心よりお礼を
申し上げます。
村松励先生が定年を迎えられ，平成30年度末をもって退職
されます。専修大学における教養教育と人間科学部心理学科
における犯罪・非行・司法に関わる心理学の専門教育にご尽
力くださいました。研究室一同心よりお礼を申し上げます。
次頁に，研究室専任構成員の在職歴を示します。
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